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ロ シ ア語 力点学習の た めの CALL シ ス テ ム

浦 井 康 男

　現在，科研 で
「
高等教育改 革 に 資す るマ ル チ メ デ ィ

ア の 高 度 利 用」 が 進 行 中 で ，報 告者 も ロ シ ア 語

CALL シ ス テ ム の 作成 で こ れ に 参加 し て い る。ロ シ

ア語 教 育 で の 難関 と して は，文字学習，名詞 ・形容詞

等 の 格 変 化 ， 動詞 の 体 ， 力点 の 位置，構文論等 が あげ

られ るが ， 文 字 ， 格変化，力点 の 学習等 は，外的 ・形

式的 な もの の た め ，
コ ン ピ ュ

ータ の 利 用 が 効果的 な分

野 と考 え られ る 。

　特 に 力点学習 に つ い て は ，

「
比較的初歩の ロ シ ア 語

学習者 に と っ て ，第
一

の 関門 （格変化 ） 突 破 は さ し て

困難 で は な い よ うだ が，第 二二の 関門，即 ち ア ク セ ン ト

の 関門 を首尾 よ く突破 で き る 学生 は，ほ ん の
一

握 りで

あ る。……こ れ は 教 授法 の 欠陥 に 負 う と こ ろ が 大 き く

……
」 （神 山 孝 夫 ，

「ロ シ ア語 ア ク セ ン ト研究」）

　初級 の 文法書 や 読本で は予 め 力 点表 示 が な され て い

る が ，中級 以 一ヒに な っ て ロ シ ア の 出版 物 を教 材 に 使 う

と，と た ん に 力点 の 問題 で つ まず く こ とに な る 。 本研

究で は ， 修得 に 時間 と 手間 の か か る力点学習 を支援 す

る シ ス テ ム の 構築 をめ ざ し て い る。

　力点学 習 で は ， 大 原 則 ：「
力点 は ， 単語内の 任意 の

音節を勝手 に移動 す るの で は な く， 語幹と語 尾 の 間 を

規則的 に 交代 す る 」 を先ず確認 さ せ る 。

　 こ こで 力点 の 位置 を示す 以
．
ドの 記号 を使 う。

　 A ；語幹 に 固定 した ア ク セ ン ト

　 B ：語 尾 に 固定 した ア ク セ ン ト

　 C ：語幹 ア クセ ン トと語尾 ア ク セ ン トが 交替 （性 ・

数 に よ っ て位置 が 異 な る）

　 上記 の 記 号 を単 数 と複 数 で 組 み 合わ せ，実際 の ロ シ

ア 語 で の 出現 と 合 わ せ る と AA
，
　 BB

，
　 AB

，
　 BA

，
　 AC ，

BC ，
　 CC ，

　 CA 型が 考 え ら れ る が ，こ こ で 事態 を複 雑

に して い る の は ，以下 の補足 ル ール が あ るた め で あ る 。

ル ール 1 ：力点が 語尾 に あ る は ずだ が ，語尾 が 母 音 を

含 まな い ゼ ロ 語尾 の 場合 に は，力点 は 語幹 の 最終音節

に移動 す る （仮力点〉。 この ゼ ロ 語尾 は通常，男性 名

詞 で は 単数主 （＝ 対）格 ， 中性 と女 性名詞 で は，硬変

化 の 複数生 （＝対）格 に 現 れ る 。

ル
ー

ル 2 ：単数主格 の力点が 語 尾 で ， 複数 に な っ て 力

点 が 語幹 に 移 る もの （BA ，　 BC 等） で，語幹 が 2 音

節以 上 の もの に 対 して は，語幹 の 最終音節 に な るが
，

も し そ こ に 出没母音 が 出現すれ ば一
つ 前 に 移動 す る。

　BC ，1MqHH
−
aソ　（複）　Be．1”

i
［M

，

EI
−
b］fBeJIHqM，

H
−
＃　（BA

型 ，複 ・生 はゼ ロ 語 尾 ）

ル
ー

ル 3 ：上 記 の 場合で C 型 （女 性単数対格 で 語幹 ，

複数主格 で 語幹） は，語幹の 力点 は 第
一

音節 とな る。

　例 1
’
o．lloB−a ソ （単 ・対） Fo

’．［oB −・y／ （複 ） ro
’
」oB

−
bI

（CC 型 ）

　現 在力 点 学習 CALL シ ス テ ム と し て 作成 し て い る

の は，次 の 二 つ で あ る。

  　上 記 の力点理 論 を ， 視覚的 に 分 か りや す く説明す

　 る マ ル チ メ デ ィ ア 教材 の 作成。

  　任意 の ロ シ ア 語 テ キ ス トに，自動 的 に 力 点 を付 加

　す る プ ロ グ ラ ム の 作成。そ の 際，力点 の位 置 に 選 択

　肢 の あ る もの は そ れ らを指摘 し，選択 の た め の ヒ ン

　 トを与え る 。 な お 印刷 テ キ ス ト を 電子 データ に 換 え

　 る た め に OCR （光学的文字認識） ソ フ トも利用。

　詳 し く は 平成 13 年度 の 上 記科研 報告書，pp．225
〜230 を参照 さ れ た い

。
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